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「４月
 が つ

、私
わたし

がもらったエネルギー ～安土
あ づ ち

の自然
し ぜ ん

と人
ひと

～」 
 

今年度
こんねんど

から安土
あづち

中 学
ちゅうがっ

校 長
こうちょう

を務める
つと    

ことになりました山岡
やまおか

慶子
けいこ

です。近江八幡市
おうみはちまんし

での勤務
きんむ

は１７年前
     ねんまえ

に

八幡西
はちまんにし

中 学 校
ちゅうがっこう

に赴任
ふにん

したところから始まります
はじ        

。９年間
ねんかん

教諭
きょうゆ

として生徒
せいと

や保護者
ほ ご し ゃ

と深く
ふか 

かかわらせていただ

きました。その後
  ご

、市
し

の生 涯
しょうがい

学習課
がくしゅうか

に在 籍 中
ざいせきちゅう

は地域
ちいき

学校
がっこう

協 働
きょうどう

本部
ほんぶ

推進
すいしん

事業
じぎょう

・家庭
かてい

教 育
きょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

・青 少 年
せいしょうねん

育成
いくせい

市民
しみん

会議
かいぎ

などで安土
あづち

・老蘇
おいそ

学区
がっく

の方
かた

の ご 協 力
  きょうりょく

も賜りました
たまわ       

。昨年
さくねん

までの２年間
  ねんかん

は桐原
きりはら

小 学 校
しょうがっこう

の

校 長
こうちょう

をしておりました。自然
しぜん

と歴史
れきし

の豊か
ゆた  

なこの安土
あづち

の地
ち

で、縁
えん

あって出会った
で あ    

子ども
こ   

たちのために誠心
せいしん

誠意
せいい

尽 力
じんりょく

いたしますので、どうぞよろしくお願い
 ね が  

いたします。 

 

毎朝
まいあさ

、安土
あづち

の山々
やまやま

を見ながら
み   

通勤
つうきん

するようになり、学校
がっこう

に到 着
とうちゃく

してまずするようになったことがあります。

それは、中庭
なかにわ

から竹林
ちくりん

、山
やま

を一
ひと

眺め
なが  

し、深呼吸
しんこきゅう

することです。意図
い と

してし始めた
  はじ   

ことではありません。 車
くるま

か

ら降りた
お   

とき、自然
しぜん

に目線
めせん

と 体
からだ

が動きました
うご       

。もちろん、校庭
こうてい

にあるであろう 桜
さくら

の木
き

の開花
かいか

状 況
じょうきょう

が気
き

にな

っていたこともありますが、それ以上
いじょう

に 私
わたし

の五感
ごかん

が爽やか
さわ   

なエネルギーを感じた
かん   

からだと思います
おも    

。重苦しく
おもくる   

な

い、心
こころ

が晴れる
は   

ようなエネルギーというところでしょうか。芽吹いた
め ぶ   

草木
くさき

の様子
ようす

や竹林
ちくりん

から聞こえる
き   

音
おと

や、吹く
ふ  

風
かぜ

が何
なん

とも心地
ここち

よかったのです。中庭
なかにわ

に目
め

をやると今
いま

は満開
まんかい

の 桜
さくら

で彩られて
いろど      

いますが、これから巡って
めぐ   

く

る季節
きせつ

にはどんな眺め
なが  

になりどんなエネルギーを感じられる
かん      

かと思う
おも  

ととても楽しみ
たの   

です。 

この眺め
なが  

を維持
い じ

するために、多く
おお 

の人
ひと

がかかわっておられることは想像
そうぞう

に難く
かた 

ありません。剪定
せんてい

作業
さぎょう

は簡単
かんたん

なものではありませんから。でも、四季折々
しきおりおり

の楽しみ
たの   

があるからこそ、またそうした景色
けしき

を見せて
み   

やりたいとい

う地域
ちいき

の方
かた

の想い
おも  

も感じ
かん  

られます。 

そして、登校
とうこう

してくる生徒
せいと

とのあいさつも、１日
１にち

のエネルギーになり

ます。「校 長
こうちょう

先生
せんせい

の名前
なまえ

、覚えました
おぼ      

。」と返して
かえ   

くれた生徒
せいと

もいまし

た。私
わたし

も、１日
  にち

も早く
はや  

、一人
ひ と り

ひとりの生徒
せいと

の名前
なまえ

や顔
かお

を覚えたい
おぼ     

もの

です。 

 

安土
あづち

中 学 校
ちゅうがっこう

の学校
がっこう

教 育
きょういく

目 標
もくひょう

は、以下
い か

のとおりです。 

『 志
こころざし

高く
たかく

未来
みらい

を拓き
ひら 

 豊か
ゆた 

にたくましく生き抜く
い  ぬ  

生徒
せいと

の育成
いくせい

』 

～賢 く
かしこ  

、豊か
ゆ た

に、たくましく、そしてふるさとに愛 着
あいちゃく

と誇り
ほこ 

を～ 

 

感動
かんどう

できる 心
こころ

、やさしく温 か い
あたた    

心
こころ

、折れない
お   

しなやかな 心
こころ

を耕 し
たがや  

、自分
じぶん

とは違った
ちが    

価値観
か ち か ん

も

認められ
みと     

、困難
こんなん

なことに出会って
で あ    

も、工夫
くふう

し、あきらめず道
みち

を探り続ける
さぐ  つづ    

生徒
せいと

を育てて
そ だ   

いきたいと

思います
おも     

。 

 最後
さいご

になりますが、これから毎月
まいつき

の『天
てん

正
しょう

の風
かぜ

』で校 長
こうちょう

としての思い
おも 

を書き綴らせて
か  つ づ     

いただきますので、是非
ぜ ひ

ご一読
 いちどく

ください。 

 

 


